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数値で見る
鳩山町の「健康長寿」

シニア流「場づくり」で 挑む

健康長寿の第２ステージ

前期高齢者
23.9％
後期高齢者
16.9％

65歳健康寿命
女性21.36 歳
男性19.05 歳

特
　
集

埼玉県 65 歳健康寿命
男女とも２年連続１位

高齢化率 40.8%
県内１位

要介護認定率 10.3%
県内で下から２番目

介護保険費用
一人当たり給付額
県内最安

�要介護にならない人が多い
65 歳以上の高齢者（介護保険第１号
被保険者）の一人当たりの介護給付
費（介護に充てている介護保険料）は
月額 12,542 円（平成 29 年 3 月時
点）で、県内では一番低い金額です。
全国で見ても 77 番目に低い金額と
なっています。

�急速に進んだ高齢化率
平成 29 年 11 月１日現在の数値に
比べ、10 年前の平成 19 年 11 月 1
日現在では、高齢化率は 22.0%（う
ち前期高齢者は 12.5%、後期高齢者
は 9.5%）でした。
鳩山町では、10 年間で高齢化率が
２倍近くと、急速に年齢構成が変わ
りました。

年
７
月
、ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
地
内
に「
鳩
山
町
地
域
包
括
ケ

ア
セ
ン
タ
ー
」が
完
成
し
、同
施
設
を
含
む
、「
福
祉
健
康
・

多
世
代
交
流
複
合
施
設
」の
ハ
ー
ド
面
が
揃
い
ま
し
た
。町
で

は
、こ
の
エ
リ
ア
を
拠
点
と
し
て
、「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」

の
構
築
を
目
指
す
と
と
も
に
、「
健
康
長
寿
の
ま
ち 

は
と
や
ま
」

宣
言
を
行
い
、健
康
で
長
生
き
す
る
た
め
の
取
り
組
み
を
町
民

と
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
進
め
て
い
ま
す
。

　

一
方
、介
護
費
用
が
ピ
ー
ク
に
な
る
と
推
計
さ
れ
て
い
る

２
０
２
５
年
は
、遠
い
未
来
で
は
な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

今
月
号
で
は
、そ
の
壁
を
乗
り
越
え
る
た
め
の
方
法
を
、町
内

で
の
新
た
な
取
り
組
み
を
交
え
て
探
り
ま
す
。

23

山
町
の
高
齢
化
率
は
、平
成

29
年
11
月
１
日
現
在
で
40
・

８
％
と
、県
内
で
最
も
高
い
数
値

で
す
。一
方
、介
護
保
険
給
付
額
は

県
内
で
も
最
も
少
な
く
、医
療
費

水
準
も
低
い
状
況
で
す
。

　
鳩
山
町
に「
元
気
な
シ
ニ
ア
」が

多
い
理
由
に
は
、大
き
く
三
つ
の

要
因
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

前
期
高
齢
者
が
主
流
の
ま
ち

　
一
つ
目
は
、町
の
シ
ニ
ア
層
に
は

前
期
高
齢
者
が
多
い
こ
と
で
す
。一

般
に
、75
歳
以
上
の
後
期
高
齢
者
に

な
る
と
要
介
護
認
定
率
が
上
が
る

可
能
性
が
高
ま
り
ま
す
。

　
現
在
の
町
の
人
口
を
年
代
別
に

見
る
と
、団
塊
の
世
代
を
含
む
65

歳
～
74
歳
の
前
期
高
齢
者
が
、町

内
全
体
の
約
４
分
の
１
に
も
及
び

ま
す
。後
期
高
齢
者
の
一
歩
手
前

の
年
齢
層
が
多
い
現
状
が
、シ
ニ

ア
層
の
健
康
指
標
を
高
め
て
い
る

と
い
え
ま
す
。

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
地
区
で
は

健
康
志
向
が
高
く
趣
味
も
多
様

　
二
つ
目
は
、高
齢
化
率
が
49
・

３
％
と
特
に
高
い
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

地
区
の
健
康
意
識
の
高
さ
で
す
。

　
昭
和
49
年
か
ら
入
居
が
開
始

さ
れ
、町
の
人
口
を
押
し
上
げ
た

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
地
区
の
人
口
は
、

現
在
で
も
町
全
体
の
約
52
％
。そ

の
後
、交
通
の
不
便
性
や
働
く
場

の
少
な
さ
な
ど
か
ら
、そ
の
子
ど

も
世
代
の
多
く
は
町
外
に
転
出
し

ま
し
た
。

　「
町
外
で
暮
ら
す
子
ど
も
た
ち

に
迷
惑
を
か
け
た
く
な
い
」と
の

思
い
か
ら
か
、多
く
の
シ
ニ
ア
の

方
々
が
健
康
に
気
を
つ
か
っ
て
い

ま
す
。ま
た
、趣
味
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
も
積
極
的
で
す
。

健
康
長
寿
の
３
要
素
を

早
く
か
ら
定
式
化

　
三
つ
目
は
、高
齢
化
を
見
据
え

て
、町
が
早
く
か
ら
積
極
的
に
健

康
づ
く
り
事
業
を
進
め
て
き
た
こ

と
で
す
。

　
町
で
は
、東
京
都
健
康
長
寿
医

療
セ
ン
タ
ー
研
究
所
と
の
共
同
研

究
事
業
や
町
民
と
の
協
働
に
よ
り

進
め
て
き
た
健
康
づ
く
り
を
、今

年
７
月
に「
健
康
長
寿
の
ま
ち 

は

と
や
ま
」宣
言
と
し
て
明
確
化
し

ま
し
た
。

　
宣
言
の
３
要
素
で
、健
康
長
寿

の
３
本
柱
で
あ
る「
栄
養
」「
運
動
」

「
社
会
参
加
」を
、以
前
か
ら
定
式

化
し
、そ
れ
を
促
進
し
て
き
た
成

果
が
、近
年
、さ
ま
ざ
ま
な
指
標
に

見
え
始
め
て
い
ま
す
。

�「自立＆健康」度が高い
埼玉県の「健康寿命」は、生活の質を
考慮し、「あと何年、自立して健康に
暮らせるか」を示すものとして、65
歳に達した人が「要介護２以上」にな
るまでの期間のことです。
鳩山町では、県平均の女性 20.05
歳、男性 17.19 を上回るとともに、
男女とも県内１位です。

鳩

ニュータウン地区でシニア層を中
心に集いの場となっているニュー
タウンふくしプラザ。近年、定期的
な交流イベントや体操の場を設け
るなど、新しい取り組みにも積極
的です。（写真は「オレンジカフェ」
でビンゴを楽しむ方々）

今
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の
シ
ニ
ア
層
の
主
流
で
あ
る

65
歳
～
74
歳
の
方
々
が
、10

年
後
に
は
す
べ
て
75
歳
以
上
と
な
り

ま
す
。そ
の
数
年
前
の
２
０
２
５
年

に
、介
護
費
用
が
第
一
次
ピ
ー
ク
を

迎
え
る
と
い
う
推
計
も
あ
り
ま
す
。

「
健
活
」を
よ
り
階
層
別
に

　
要
介
護
状
態
と
な
る
主
な
要
因
で

で
あ
る「
転
倒
」を
防
ぐ
た
め
、町
で

は
脚
力
や
バ
ラ
ン
ス
能
力
の
維
持
・

向
上
を
進
め
て
い
ま
す
。地
域
健
康

教
室
や
Ａト

リ
プ
ル
エ
ー

Ａ
Ａ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
室

も
そ
の
取
り
組
み
の
一
つ
で
す
が
、

そ
う
し
た
運
動
が
徐
々
に
き
つ
く

な
っ
て
き
た
方
も
い
ま
す
。健
康
状

態
が
大
き
く
変
わ
る
後
期
高
齢
者
が

増
え
る
状
況
を
踏
ま
え
る
と
、今
後

は
、虚
弱
な
方
で
も
無
理
な
く
行
え

る
健
康
づ
く
り
の
場
が
よ
り
必
要
に

な
り
ま
す
。

ノ
ウ
ハ
ウ
蓄
積
の
場
を
身
近
に

　
加
齢
と
と
も
に
移
動
範
囲
が
狭
く

な
る
こ
と
も
考
慮
し
、健
康
づ
く
り

の
場
は
、「
歩
い
て
行
け
る
場
所
」に

点
在
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。ま
た
、

更
な
る
高
齢
化
に
向
け
、シ
ニ
ア
が

一人ひとりが正しい栄養バ

ランスを知り、健全な食生

活を実践することで生活習

慣病予防に努めます。

一人ひとりが身体活動の効

果を知り、意識的に体を動

かし運動習慣を身につける

ことで筋力の維持・増進に

努めます。

一人ひとりが主体的に社

会参加し、全世代がつなが

りを持つことで共に支え

合う地域づくりに努めま

す。

よ
り
上
の
世
代
の
シ
ニ
ア
を
支
え
る

「
シ
ニ
ア
の
支
え
合
い
」も
必
要
と
な

り
ま
す
。そ
の
支
援
体
制
を
構
築
す

る
た
め
、ノ
ウ
ハ
ウ
を
蓄
積
す
る
場

が
、今
後
の
カ
ギ
と
な
り
ま
す
。

　支
え
合
い
の
場
を
自
ら
作
る

　
行
政
主
導
で「
身
近
な
場
」づ
く
り

を
進
め
る
と
、公
共
施
設
等
で
の
実

施
に
よ
る
場
の
制
限
や
、維
持
費
の

考
慮
な
ど
の
問
題
が
生
じ
ま
す
。今

後
は
、皆
さ
ん
が
仲
間
や
ス
ペ
ー
ス

を
探
し
、「
住
民
主
導
に
よ
る
ご
近

所
型
拠
点
づ
く
り
」を
進
め
て
い
く

こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
そ
の「
芽
」と
も
い
え
る
取
り
組
み

が
、町
内
で
は
少
し
ず
つ
始
ま
っ
て

い
ま
す
。６
ペ
ー
ジ
か
ら
は
、そ
の
取

り
組
み
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

現在の主な取り組みと
実践の「場」と「頻度」

◆�鳩山町保健推進協力委員会
主催料理教室

⇒保健センターで年２回
◆�鳩山町食生活改善推進員協

議会主催料理教室
⇒保健センターなどで年６回
◆�鳩山町「食」コミュニティ会

議主催料理教室
⇒�保健センターなどで年２回

現在の主な取り組みと
実践の「場」と「頻度」

◆�地域健康教室（鳩山町健康
づくりサポーターの会）

⇒町内４箇所で週１回ずつ
◆はとやま毎日１万歩運動
⇒町内全域で６か月間
◆Ａ

ト リ プ ル エ ー

ＡＡトレーニング教室
（シニアの筋力トレーニング）

⇒�多世代活動交流センタ－で
３か月間週２回

現在の主な取り組みと
実践の「場」と「頻度」

◆�サロン事業
⇒�「ニュータウンふくしプ

ラザ」は随時、「はーとんカ
フェ今宿」は週２回

◆のびのびプラザ事業
⇒�鳩山小学校内で各サーク

ル月１～４回程度
◆�シルバー人材センター事業
⇒町内各地で就業

「
２
０
２
５
年
の
壁
」を

″
シ
ニ
ア
の
支
え
合
い
〟で
超
え
る

３本柱に見る、10 年後の 「健康長寿」に必要なこと

　町内４か所で、原則週１回ずつ行われ
ている「地域健康教室」。体操を中心に、
交流や情報交換の場として、平成28 年度
は延べ１万人を超える方が参加しまし
た。また、専門家による口腔ケアや食の講
座なども取り入れています。
　教室を運営するのは、「鳩山町健康づく
りサポーターの会」の皆さん。平成23 年
４月に発足した会は、サポーター養成講
座などで後任を育てながら、町と協働し、
住民主体で運営を行っています。
　鳩山町の健康長寿を支えているこの教
室は、「シニアの支え合い」にとって、大き
な存在です。

地域健康教室 利用案内
教室名 実施日時 場所

はあとらんど
地域健康教室

毎週月曜日 午前
10時～11時30分 町保健センター

ニュータウン
地域健康教室

毎週水曜 日午前
10時～11時30分

地域包括ケアセ
ンター

おしゃもじ山
地域健康教室

毎週木曜日 午前
10時～11時30分

今宿コミュニ
ティセンター

亀井分館
健康教室

毎週木曜日 午後
１時30分～３時

中央公民館 亀井
分館

■問合せ　町地域包括支援センター☎296-7700

Pick Up

◆�シニア層同士が世代間交流しながら
　支え合いをする「身近な場」の創出

◆行政主導では会場等に制限があるため
　「住民主導型」の集いの場が必要

今後の
課題

「いっしょに食べよう！
はとやま親子で囲む食卓」 「ＡＡＡトレーニング教室」 「はーとんカフェ今宿」

虚弱者のための「身近な健活の場」づくりを

「シニアの支え合い」モデル

地域健康教室

5 4

栄 養 運 動 社会参加

「健康長寿
のまち
はとやま」

宣言内容

一人ひとりの「健康づくり」みんな  元気で「健康長寿」

料理
教室

食事
会

体操

筋
トレ

ウォー
キング

サｰクル

サロン
就労

町

■特集　シニア流「場づくり」で挑む 健康長寿の第２ステージ
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❶参加者の中には、すでに「はあとふるパ
ワーアップ体操」を取り入れた活動をして
いる方々がいます。実践の場となっているの
は、地域の集いの場「ニュータウンふくしプ
ラザ」です。　❷体操後は、おしゃべりの時間
を楽しむこともでき、シニア層の集いの場と
もなっています。

体
操+

集
い
に
よ
る

「
ご
近
所
型
介
護
予
防
」

　

月
か
ら
始
ま
っ
た「
は
あ
と

ふ
る
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
体
操 

支

援
者
養
成
セ
ミ
ナ
ー
」（
町
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
主
催
）は
、お
も
り

を
使
っ
た
、誰
に
で
も
無
理
な
く
続

け
ら
れ
る
体
操
を
し
な
が
ら
、身
近

な
集
い
の
場
を
作
り
、運
営
す
る
た

め
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
ぶ
場
で
す
。連

続
講
座
と
な
る
セ
ミ
ナ
ー
に
は
、町

内
か
ら
35
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
が
学
ん
で
い
る「
ご
近
所

型
介
護
予
防
」は
、体
操
に
よ
り
筋
力

を
維
持
・
向
上
さ
せ
る
だ
け
で
な
く
、

ご
近
所
と
の
つ
な
が
り
を
深
め
、お

互
い
に
支
え
合
う
関
係
づ
く
り
に
も

つ
な
が
る
活
動
で
す
。

支
え
合
い
の
精
神
を
育
む

「
ふ
く
し
プ
ラ
ザ
」

　「
は
あ
と
ふ
る
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ

体
操
」が
す
で
に
行
わ
れ
て
い
る

体
と
一
緒
に
、心
も
活
性
化
！

無
理
な
く
続
く「
健
活
の
場
」づ
く
り
へ

ニュータウンふくしプラザ
での体操　利用案内

■�日時　毎週木曜日 午前 11 時から
（30 ～ 40 分程度。参加無料）

「楽楽サロン会」利用案内
■�日時　毎週火曜日（第５週は休み） 

午後１時～３時（参加無料）
■�内容　歌や工作などの交流企画

場所・問合せ
ニュータウンふくしプラザ
☎ 290-5469（祝日は休み）

「
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
ふ
く
し
プ
ラ
ザ
」

は
、地
域
の
集
い
の
場
で
あ
る
と
と

も
に
、支
え
る
人
を
数
多
く
育
成
し

て
き
た
場
で
も
あ
り
ま
す
。サ
ロ
ン

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
と
プ
ラ
ザ
の

運
営
を
通
し
て
、支
え
合
い
の
精
神

も
育
ん
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、多
く
の
人
が
集
え
る
よ
う

に
と
、「
楽
楽
サ
ロ
ン
会
」や
体
操
な

ど
、新
た
な
試
み
に
も
意
欲
的
で
す
。

「
体
操
は
特
に
人
気
で
、大
々
的
な
周

知
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、口
コ
ミ

で
広
が
っ
た
」と
、徐
々
に
参
加
人
数

が
増
え
て
い
る
そ
う
で
す
。

集
う
こ
と
で
の
継
続
性

　
プ
ラ
ザ
で
こ
の
体
操
に
参
加
し
て

い
る
方
が「
や
り
方
は
簡
単
だ
が
、家

で
一
人
で
や
る
の
は
難
し
い
。み
ん

な
と
一
緒
に
や
る
か
ら
続
け
ら
れ

る
」と
話
す
よ
う
に
、大
勢
で
行
う
こ

と
の
効
果
は
大
き
い
よ
う
で
す
。

　
ま
た
、参
加
者
は
、プ
ラ
ザ
か
ら
歩

い
て
10
～
15
分
程
度
の
方
が
多
く
、

➊支援者養成セミナーで、参加者は、おも
りをつかった体操の方法を実践しながら
学びます。　➋セミナーでは、教室を始め
るために必要なことなども話し合いまし
た。　➌「はあとふるパワーアップ体操」
は、１本200g のおもりを自分の体の状態
に合わせて増やしていくことで、徐々に筋
力を維持・向上することができます。

あなたも支援者の第一歩を！

介護予防・生活支援サポーター
養成講座 【基本研修コース】

　誰もがいつまでも安心して暮らしていける地域づくりには、

地域に潜在しているシニア層の活力などが必要です。
　その「支える人」を育成する場として、昨年度に引き続き、町社
会福祉協議会と町が共催する連続講座の平成 29 年度分が、１
月から開催されます。「シニアの支え合い」づくりのきっかけに、
あなたも参加してみませんか？
■�対象　町内在住・在勤の 18 歳以上の方で、生活支援・介護

予防の担い手として活動を希望される方
■日時・内容　下表のとおり
■�会場　【１～３日目】町ふれあいセンター、【４日目】総合福祉

センター
■受講料　１人 200 円（普通救命講習受講料）
■申込・問合せ　町社会福祉協議会☎ 296-5296

日時・内容
生活支援コース 介護予防コース

【生活支援】１月９日（火）　【介護予防】１月10日（水）　いずれも午
後１時30分～５時　オリエンテーション、普通救命講習（共通科目）
１月17日（水）　午後１時30分～
３時30分　「高齢者の特性」

１月24日（水）　午前10時～正
午　「サロンの運営」

実習体験（ふれあい在宅サービス
事業）　※実施日時は利用者との
調整による

１月29日（月）　午前９時～午後
０時30分　実習体験（ふれあい
いきいきサロン）

２月６日（火）　午前10時～正午
ふれあい在宅サービス協力会員
との意見交換

２月５日（月）　午後１時30分～
３時30分　サロン開催に係る意
見交換など

支える人を

育てる

「はあとふるパワーアップ教室」
　「足腰が弱くなって外出する機会が減ってしまった」「自分のこ
とができるように体力や筋力をつけたい」など、少し元気を取り戻
したいという方にお勧めの教室です。
■�対象　町内在住の 65 歳以上の方で、介護予防チェックリストで

基準に該当する方（状況に応じて自宅または自宅近くから会場
までの送迎を行います）

■�日時　１月 10 日、17 日、24 日、31 日、２月７日、14 日、21
日、28 日、３月７日、14 日、22 日（木）、28 日（3 月 22 日以外
はすべて水曜日）　午後１時 30 分～３時 30 分

■�場所　地域包括ケアセンター 地域の交流スペース
■�講師　公益社団法人 埼玉県理学療法士会 理学療法士ほか
■定員　20 人
■�申込・問合せ　12月25日（月）までに、地域包括支援センター（☎

296-7700、FAX298-0077）へ

「健康長寿のまち」を未来へ

「
歩
い
て
来
る
こ
と
が
い
い
運
動
に

も
な
っ
て
い
る
」そ
う
で
す
。

　
自
主
的
に
当
番
表
を
作
る
な
ど
、

体
操
を
運
営
し
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
皆
さ
ん
も
継
続
性
を
後
押
し
し

て
い
ま
す
。「
足
が
大
分
上
が
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
ね
」と
う
れ
し
そ

う
に
声
を
か
け
る
姿
は
、「
シ
ニ
ア

の
支
え
合
い
」の
素
晴
ら
し
さ
を
教

え
て
く
れ
ま
す
。■

６７

参加してみませんか

体験してみませんか

■特集　シニア流「場づくり」で挑む 健康長寿の第２ステージ

➊
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シニアによる 新たな 「場」づくり活動

　

宅
を
集
い
の
場
と
し
て
開
放

し
、シ
ニ
ア
の
外
出
機
会
を

作
っ
て
い
る
方
々
が
い
ま
す
。

　「
鳩
の
部
屋
」を
運
営
す
る
武
政

賀か

よ代
さ
ん
は
現
在
74
歳
、サ
ポ
ー
ト

す
る
夫
の
英ひ

で
ゆ
き幸
さ
ん
は
77
歳
。加
齢

に
よ
り
、現
在
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
続
け
て
い
く
こ
と
が
今
後
困
難

に
な
る
こ
と
を
心
配
し
ま
し
た
。

　
人
が
集
ま
っ
て
お
し
ゃ
べ
り
を
す

る
こ
と
の
楽
し
さ
を
感
じ
て
い
た
武

政
さ
ん
は
、今
年
の
４
月
か
ら
自
宅

の
リ
ビ
ン
グ
を
週
に
１
回
、サ
ロ
ン

の
場
と
し
て
開
放
し
て
い
ま
す
。

「
細
く
長
く
」の
精
神
で

　「
鳩
の
部
屋
」に
は
、特
別
な
催
し

も
体
操
の
時
間
も
な
く
、運
営
を
手

伝
う
方
も
い
ま
せ
ん
。「
し
ば
り
や

責
任
を
少
な
く
、自
分
が
無
理
の
な

い
範
囲
で『
誰
か
の
出
か
け
る
場
所

の
一
つ
』を
作
れ
れ
ば
い
い
」と
語
る

英
幸
さ
ん
に
、「〝
細
く
長
く
〟が
モ
ッ

ト
ー
で
す
の
で
」と
賀
代
さ
ん
が

笑
っ
て
言
葉
を
付
け
加
え
ま
し
た
。

　人
と
の
つ
な
が
り
で
元
気
に

　「
自
宅
で
サ
ロ
ン
を
始
め
て
か
ら
、

近
所
に
こ
う
い
う
人
が
い
た
の
だ
と

新
た
な
発
見
も
あ
り
ま
し
た
。先
日

は
90
代
の
男
性
が
キ
ー
ボ
ー
ド
の
演

奏
と
歌
を
披
露
し
て
く
れ
た
ん
で
す

よ
」と
笑
顔
で
話
す
武
政
さ
ん
。

　「
友
だ
ち
が
増
え
る
こ
と
は
か
け

が
え
の
な
い
財
産
」と
い
う
言
葉
が

示
す
と
お
り
、人
と
の
つ
な
が
り
を

楽
し
む
こ
と
が
、武
政
さ
ん
流
の
、

「
場
づ
く
り
」の
極
意
で
す
。

◆
　
◇
　
◆
　
◆
　
◇
　
◇
　
◆

　
坂
戸
市
で
整
体
院
を
営
ん
で
い
た

川
合
高
子
さ
ん
は
、自
分
の
住
む
鳩

山
町
で
買
い
物
な
ど
の
移
動
が
難
し

い
シ
ニ
ア
の
役
に
立
ち
た
い
と
、平

成
27
年
に
仕
事
場
を
町
内
の
自
宅
に

移
し
ま
し
た
。

　
整
体
院
と
の
兼
ね
合
い
か
ら
な
か

な
か
動
け
ず
に
い
た
川
合
さ
ん
は
、

「
お
互
い
に
心
を
通
わ
し
た
人
同
士

な
ら
、自
分
で
な
く
て
も
支
援
を
行

え
る
の
で
は
な
い
か
」と
考
え
ま
し

た
。そ
う
し
て
、ス
タ
ッ
フ
と
支
援
し

た
い
人
と
の
信
頼
関
係
を
築
く
場
と

し
て
、今
年
の
７
月
、自
宅
に
オ
ー
プ

ン
さ
せ
た
の
が
、「
倖さ

ち

サ
ロ
ン
・
カ

フ
ェ
」で
し
た
。

利用者からは「素敵な出会いを作ってくれ、外出の機会を作ってくれたこの場所に感謝していま
す」との声が聞かれます。毎週、馴染みのある顔や、ときに知らない方同士が集まり、楽しくゆった
りとした時間を過ごしています。（「鳩の部屋」にて。左から３番目が賀代さん）

■鳩の部屋
場所：鳩ヶ丘 3-4-12 武政さん宅（駐車場な
し）　開設日時：毎週火曜日 午後１時～４
時（７～８月、12 月～３月はお休み）　参加
費：50 円 / 回（保険料）　問合せ：武政賀代
さん☎ 296-2003、090-4961-8363

■サロン「蒼
そうしゅう

秀」
場所：鳩ヶ丘 4-2-7 溝口さん宅（駐車場なし）
高齢者の外出機会に貢献したいとの思いで、12 月を目途に、和風の
庭を眺めながら、ゆったりと交流できる場として自宅を開放する予
定です。開催日などの詳細は溝口都

みやこ

さん（☎296-5083）まで。

■介護者交流サロン「友
ゆ う ゆ う

遊」
町の事業を補完する形で、「全員が参加者」

「介護をしている人または経験者が親睦を
通して心を軽くする場」として、毎月第２・
４火曜日の午前10 時～正午に松寿園東館
１階フロアで開催。問い合わせは吉田文

ぶ ん ぞ う

蔵
さん（☎090-2767-7498）または松井大

ひ ろ う み

洋
さん（☎080-4861-5814）まで。

■認知症カフェ鳩ぽっぽ
社会福祉法人やＮＰＯ法人、民間事業者、ボランティアの協力を

得て、ワゴン車による送迎付きで、ランチをしながら交流します。12
月6 日（水）に町ふれあいセンターで活動スタート。以降の開催日や
詳細は、鳩山ぽっぽ会 代表 吉川武さん（☎090-3047-3192）まで。

■倖
さ ち

サロン・カフェ
場所：鳩山町熊井 802-1　開設日時：毎月第２・
４水曜日 午後１～５時　参加費：300 円 / 回　問
合せ：川合高子さん☎ 090-1803-4728

人
の「
喜
ぶ
」を
考
え
る
喜
び

　
サ
ロ
ン
を
始
め
た
も
の
の
、サ
ロ

ン
の
有
料
化
の
在
り
方
な
ど
、難
し

い
部
分
も
多
い
そ
う
で
す
。そ
れ
で

も
、利
用
者
に「
も
っ
と
楽
し
み
」を

と
、現
在
は
月
に
１
度
の
イ
ベ
ン
ト

開
催
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　
悩
み
は
尽
き
な
い
よ
う
な
川
合
さ

ん
で
す
が
、「
サ
ロ
ン
を
今
後
ど
う

し
て
い
こ
う
か
と
考
え
て
い
る
こ
と

は
、悩
み
で
は
な
く
喜
び
な
ん
で
す

よ
」と
、こ
ち
ら
の
心
配
を
吹
き
飛
ば

す
笑
顔
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
ま
だ
60
歳
代
の
川
合
さ
ん
に
と
っ

て
、80
・
90
歳
代
の
方
々
は
世
代
も

異
な
り
ま
す
。そ
う
し
た
世
代
間
交

流
も
、「
年
上
の
人
の
話
は
、す
ご
い

な
、楽
し
い
な
と
思
っ
て
聞
い
て
い

ま
す
。話
を
聞
け
ば
聞
く
ほ
ど
、尊
敬

の
念
が
強
く
な
り
ま
す
」と
、90
歳
代

の
男
性
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

を
う
れ
し
そ
う
に
話
し

始
め
ま
し
た
。

　「
人
の
た
め
に
、と
い

う
気
持
ち
が
そ
の
人
自

身
を
元
気
に
す
る
」と

語
る
川
合
さ
ん
。「
子

育
て
な
ど
を
終
え
た
今

の
時
間
は
青
春
で
す
」

と
語
る
姿
に
、活
動
を

楽
し
む
極
意
が
見
え
た

気
が
し
ま
し
た
。■

身近な集いの 場づくり。まちなかの 「芽」

集いの場を

創る

「健康長寿のまち」を未来へ

身
近
な
場
所
に
、安
ら
ぎ
と
楽
し
み
を

日
常
的
な「
お
で
か
け
場
」づ
く
り
、始
ま
る

８９

自

■特集　シニア流「場づくり」で挑む 健康長寿の第２ステージ



　平成 29 年 1 月に町内で行った「高齢者等実態
調査報告書」によると、「地域住民有志による、健
康づくり活動や趣味等のグループ活動を通した、
いきいきした地域づくり活動」については、「ぜひ
参加したい」が 9.2%、「参加してもよい」が 54.0%
と、全体の６割以上が活動への参加に肯定的とい
う結果が出ています。
　また、専門家によると、体操などやおしゃべりで
の集まりから発展して、「地域のために一緒に何
かしよう」という流れも生まれるそうです。
　地域貢献活動には、環境保全、地域安全、伝統芸
能等の伝承、地域活性化など、様々な分野がありま
すが、今後活動を考えている方々にお勧めしたい
のが、未来を担う子どもたちのための活動です。
　町内では、小学生の登下校を見守る「鳩山ニュー
タウン防犯パトロール隊」や、本の読み聞かせなど

で活躍しているシニアの方々などがいます。最近
では、キッズスペースで活動する「ニュータウンふ
くしプラザ保育ボランティア」や、子どもたちの
居場所づくりを目指して活動している「こどもの
ひろば」などがあります。また、シルバー人材セン
ター会員となって、子育て支援事業の担い手とな
るという方法もあります。

「 集う」ことから「 発展 」する 「 シニアの地域貢献活動 」コラム
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当
研
究
所
で
は
、町
と
共
同
で
、

フ
レ
イ
ル
の
危
険
性
が
あ
る
シ
ニ

ア
の
方
々
を
把
握
す
る
た
め
の
大

規
模
な
調
査
を
行
い
、幅
広
い
社

会
資
源
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
図
る

こ
と
で
社
会
参
加
を
促
進
す
る
た

め
の
調
査
研
究
事
業
を
計
画
し
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、平
成

30
年
度
に
は
、

町
と
の
共
同

事
業
を
始
め

て
か
ら
10
年
の
節
目
を
迎
え
ま

す
。中
長
期
的
な
視
点
で
、健
康
づ

く
り
事
業
の
評
価
を
行
い
、正
念

場
を
迎
え
る
で
あ
ろ
う
こ
れ
か
ら

の
10
年
に
、そ
の
内
容
が
活
か
せ

る
よ
う
な
報
告
や
提
言
を
行
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

康
長
寿
を
伸
ば
す
た
め
に

は
、フ
レ
イ
ル（
虚
弱
）対

策
に
で
き
る
だ
け
早
い
う
ち
か
ら

取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。特

に
、前
期
高
齢
者
層
と
後
期
高
齢

者
で
は
、健
康
状
態
が
大
き
く
変

わ
る
た
め
、前
期
高
齢
者
の
う
ち

か
ら
取
り
組
ま

な
け
れ
ば
、そ
の

効
果
は
少
な
い

と
の
研
究
結
果

も
出
て
い
ま
す
。

　
フ
レ
イ
ル
に
は
、肉
体
的
フ
レ

イ
ル
と
社
会
的
フ
レ
イ
ル
が
あ
り

ま
す
。「
外
に
行
き
た
が
ら
な
い
」

な
ど
が
社
会
的
フ
レ
イ
ル
で
す
。

　
健
康
長
寿
の
た
め
に
は
、「
セ

ル
フ
ケ
ア
」＋
人
と
接
す
る「
社
会

参
加
」が
重
要
で
す
。人
と
接
す
る

に
は
、家
か
ら
出
る
こ
と
が
一
番

で
す
。私
た
ち
は
、様
々
な
研
究
結

果
を
踏
ま
え
、社
会
参
加
の
た
め

に「
１
日
１
回
以
上
の
外
出
と
週

１
回
以
上
の
交
流
」を
提
唱
し
て

い
ま
す
。

　
そ
の
社
会
参
加
を
促
す「
場
」

が
、歩
い
て
い
け
る
近
所
に
あ
る

と
、外
出
の
頻
度
が
増
え
、自
然
と

人
と
接
す
る
こ
と
が
多
く
な
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
そ
う
し
た
視
点
で
見
る
と
、

様
々
な
交
流
が
で
き
る「
地
域
で

の
場
作
り
」が
、こ
れ
か
ら
の
健
康

長
寿
の
カ
ギ
を
握
る
と
も
考
え
ら

れ
ま
す
。

更なる「健康長寿のまち」づくり
に向け、今後必要なことなどにつ
いて、東京都健康長寿医療セン
ター研究所 北村明彦部長にお聞
きしました。

■プロフィール
同研究所の「社会参加と地域保健チーム」
で、「老化・虚弱の一次予防と地域保健に
関する研究」の研究部長を務める。自身の
健康づくりのモットーは、「心清らかに頭
と身体をコントロール」。

　

会
を
支
え
る
側
と
し
て
の
役

割
を
求
め
ら
れ
る
60
・
70
歳

代
。そ
の
若
い
シ
ニ
ア
の
皆
さ
ん
が

中
心
と
な
っ
て
集
い
の
場
を
増
や

し
、健
康
づ
く
り
を
住
民
主
体
で
進

め
て
い
く
仕
組
み
を
作
る
こ
と
が
、

「
２
０
２
５
年
の
壁
」を
超
え
る
た
め

の
重
要
な
取
り
組
み
で
す
。

シ
ニ
ア
同
士
の
共
感
力
で

　
シ
ニ
ア
層
に
も
様
々
な
世
代
が
あ

る
も
の
の
、生
き
て
き
た
時
代
背
景

や
生
活
様
式
は
共
通
す
る
部
分
が
多

く
あ
り
ま
す
。そ
の
た
め
、シ
ニ
ア
同

士
の
支
え
合
い
は
、「
共
感
」を
ベ
ー

ス
と
し
た
、気
持
ち
の
通
じ
る
支
え

合
い
に
な
り
や
す
い
と
言
え
ま
す
。

「
自
分
流
」で
始
め
る

　「
健
康
長
寿
の
ま
ち 
は
と
や
ま
」

宣
言
は
、す
べ
て「
一
人
ひ
と
り
が
」

で
始
ま
り
ま
す
。健
康
づ
く
り
は
、自

分
の
５
年
後
、10
年
後
の
た
め
の
取

り
組
み
な
の
で
す
。自
分
に
合
っ
た

仲
間
探
し
や
居
場
所
づ
く
り
を
自
分

で
始
め
な
け
れ
ば
、将
来
苦
労
す
る

の
は
自
分
自
身
で
す
。

な
い
も
の
は
自
分
で
作
る

　
健
康
づ
く
り
に
は
実
践
の
場
が
必

要
で
す
。加
齢
と
と
も
に
移
動
範
囲

は
狭
ま
り
ま
す
。身
近
な
場
所
が
な

け
れ
ば
、皆
さ
ん
が
作
る
ほ
か
あ
り

ま
せ
ん
。

　
鳩
山
町
の
シ
ニ
ア
の
皆
さ
ん
に

は
、「
な
い
も
の
は
シ
ニ
ア
自
身
が

作
り
出
す
」の
精
神
で
、積
極
的
に
そ

う
し
た
場
を
作
り
だ
す
行
動
力
が

あ
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。新
た
な
一

歩
を
踏
み
出
そ
う
と
し
て
い
る
方

に
は
、健
康
長
寿
を
実
践
し
て
き
た

方
々
が
、き
っ
と
そ
の
背
中
を
押
し

て
く
れ
る
は
ず
で
す
。■

　　＝おでかけを中心に
　　＝居場所を作って
　　＝知り合いの輪を広げながら
　　＝楽な気持ちで
　　＝ずっと続けられる❝健活❞を

老

支援者養成セミナーの受講者の皆さん（11月８日参加者）

健康長寿

の合言葉

い
し
ら
ず

「こどものひろば」の次回開催は12月20日（水）です。
詳細は、野田さん（☎090-5517-7245）まで。

10

Ｉｎｔｅｒｖｉｅｗ

社
会
的
フ
レ
イ
ル（
虚
弱
）の
予
防

に
向
け″
地
域
で
の
場
作
り
〟を

「シニア流」の支え方、集い方を見つけて
みんなで「健康長寿のまち」を 10 年後も続けよう

11

健

社

シニアを応援！
「ひっぱりガールズ」

  

老
い

    

し
ら
ず

■特集　シニア流「場づくり」で挑む 健康長寿の第２ステージ


